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「自
由
に
処
分
で
き
る
時
間
」と
未
来
社
会
論 

―
―

マ
ル
ク
ス
の
探
究
の
足
跡
を
た
ど
る
（レ
ジ
メ
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
０
２
４
年
６
月
２
５
日 

 

志
位 

和
夫 

 

一
、「
人
間
の
自
由
で
全
面
的
な
発
展
」―

―

マ
ル
ク
ス
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
終
生
求
め
続
け
た
大
テ
ー
マ 

 

二
、
初
期
の
探
究―

―
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』（
１
８
４
５
～
４
６
年
）、
分
業
の
廃
止 

 

三
、
経
済
学
の
本
格
研
究
の
開
始
の
な
か
で―

―

デ
ィ
ル
ク
（
匿
名
）
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
出
会
う 

 

四
、『
１
８
５
７
～
５
８
年
草
稿
』―

―

「
自
由
に
処
分
で
き
る
時
間
と
未
来
社
会
論
」
の
最
初
の
表
現 

 

社
会
の
発
展
は
、
時
間
の
節
約
に
か
か
っ
て
い
る 

 

「
自
由
に
処
分
で
き
る
時
間
」
と
搾
取
の
関
連
、
未
来
社
会
論 

 
 

・「
自
由
に
処
分
で
き
る
時
間
」
の
創
出
は
、
科
学
、
芸
術
な
ど
の
生
産
の
た
め
の
時
間
の
創
出 

 
 

・
資
本
家
は
自
由
な
時
間
、
す
な
わ
ち
文
明
を
、
横
領
す
る 

 
 

・
搾
取
が
な
く
な
れ
ば
、「
自
由
に
処
分
で
き
る
時
間
」
が
万
人
の
も
の
と
な
る 

 
 

・「
自
由
な
時
間
」
の
増
大
は
、
持
ち
手
を
違
っ
た
主
体
に
転
化
し
、
最
大
の
生
産
力
と
な
る 

 

五
、『
１
８
６
１
～
６
３
年
草
稿
』―

―
―

「
自
由
に
処
分
で
き
る
時
間
と
未
来
社
会
論
」
の
本
格
的
発
展 

 

〝
搾
取
に
よ
っ
て
奪
わ
れ
て
い
る
も
の
は
何
か
〟
に
つ
い
て
の
本
格
的
考
察 

 

「
自
由
に
処
分
で
き
る
時
間
」
は
真
の
富
で
あ
り
、
自
由
な
発
展
の
場
を
与
え
る 

 

『
草
稿
集
』
の
未
来
社
会
論
は
、『
資
本
論
』
の
未
来
社
会
論
を
全
面
的
に
準
備
す
る
も
の
と
な
っ
た 

 

六
、『
賃
金
、
価
格
お
よ
び
利
潤
』（
１
８
６
５
年
）―
―

時
間
は
人
間
の
発
達
の
場
で
あ
る 

 

七
、『
資
本
論
』
第
三
部
（
１
８
６
５
年
執
筆
）―

―

剰
余
労
働
の
総
括
と
未
来
社
会
論 

 

搾
取
社
会
に
お
け
る
剰
余
労
働
の
問
題
の
総
括 

 

未
来
社
会
の
本
論―

―

「
真
の
自
由
の
国
」
と
「
必
然
性
の
国
」 

 

八
、『
資
本
論
』
第
一
部
・
完
成
稿
（
１
８
６
６
～
６
７
年
執
筆
）―

―

第
三
部
の
叙
述
が
引
き
継
が
れ
る 

 

「
自
由
に
処
分
で
き
る
時
間
」
と
い
う
規
定
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
登
場
す
る 

 

社
会
主
義
・
共
産
主
義
に
な
る
と
、
ど
う
し
て
労
働
時
間
の
抜
本
的
短
縮
が
可
能
に
な
る
か 

 

九
、
マ
ル
ク
ス
の
提
起
を
現
代
の
労
働
運
動
の
指
針
と
し
て 

 

十
、
む
す
び
に―

―

戦
略
的
課
題
と
し
て
、「
共
産
主
義
と
自
由
」
を
学
び
、
広
く
語
り
合
お
う 


